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　飛翔するロケッbを2点間で追跡し，その際に得た記

録と飛翔の前後2回にわたり行った較正曲線を基にして

ロケットの軌跡，その他いろいろな解析を行ってみた．

実験時の風向等により75°発射の予定が72．5°に変更

された事とメイypケヅトの全備重量が予期した値より

少なかった事等により実験に一致した理論計算を行って

ない・したがって参考のために75°，70°発射のものを

比較のために記入した．第1図はべビーR－3の72．5Q

発射の飛翔径路で垂直，水平の軌跡はng　2図，第3図に

示されている．

　第2図から読み取られ得る実験値と理論との差異は当

然の事であり，次の事柄が考えられる．

　a）　ロケットの重量の差異

　b）推カー時聞曲線の差異

　c）b）の結果から生ずるデイv一時聞の葦異

　d）発射角の差異

　また発射後7．5secあたりまでの測定点のばらつきは

ロケットと観測点とが接近している事と，ロケットの相

対速度が速いためにトラyシットのクPtスー一ワイヤで正

確に追随することが困難であったたあである．

　1．　ロケットの偏差　偏差にっいては耳ケット飛翔時

の危険範囲およびリカバーの際，その捜索範囲等の決定

に重要であり，上述したように発射後約7．5secあたり

までの測定点はあまり，信頼できないので，それ以後の
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点を結び解析し＃結果，北方に約2．5°偏差しているこ

とが解った・

　第3図，第4図はそれぞれ垂直，水平飛翔距離を時聞

に対して画いてあり，第4図より接線法により速度を出

した．

第5図第6図は垂直水平方向速度を時聞1こ対し◎
画いたものである．両図から判るように，理論値と実験

値とは，ほとんど傾斜が一致している．この事は理論計
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を示す．

　また推

力の実験値と理論値との差異を検べるためのベビーR3

の重量，発射角等に合わぜて理論計算を行った．以上べ

・ピーR3の記録結果についての解析の概略を記したが，

べtf－－R3の記録結果が比較蘭良く理論値と一致してい

ると考えられる．

　ベビーR3’の記録結果のまとめたものを上の表に示

す．　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956．3．13）

76


